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製品のハイライト

• 堅牢な保護機能によりシステムのダウンタイムを低減

• 広い入力電源範囲：+3V～+80V（逆電流保護無効時）

• 広い入力電源範囲：+3V～+75V（逆電流保護有効時）

• プログラマブルな電流制限の精度（3A～7A、全温度範

囲）：±3%
• プログラマブルな電流制限の精度（2A～3A、全温度範

囲）：±4%
• プログラマブルな電流制限の精度（0.7A～2A、全温度範

囲）：±7%
• クラス 2 のアプリケーション向け 100W、24V の電力制

限精度：±6%
• 入力電圧逆極性保護（外付け nFET 使用）

• 応答時間が 100ns の高速な 2 段階逆電流保護（外付け

nFET 使用）

• 低 RONの内部 nFET（代表値 20mΩ）

• 出力電圧逆極性耐性

• 接地喪失保護

• 許容短期的過負荷：200%
• プログラマブルな過電圧サージ保護（MAX17617A）

• 再利用性を最大限に高め再適格性確認の必要性を最小限に抑

える柔軟な設計

• 調整可能な UVLO および OVLO/OVFB スレッショルド

• ±2%の精度の電流モニタリング読出し、IMON（3A～7A、
+85ºC まで）

• プログラマブルな起動時突入電流制限値

• プログラマブルな電流制限フォルト応答：連続モード、

自動再試行モード、ラッチオフ・モード

• ロジック・レベルのイネーブル入力（EN）

• 外付け n 型電界効果トランジスタ（nFET）の保護付き

ゲート駆動

• オープン・ドレイン・フォルト・インジケータ（FLAG）

• パワー・グッド出力（PGOOD）

• プログラマブルな出力低電圧検出（OUTUV）
• ジャンクション温度のモニタリング（TJ）

• サーマル・フォールドバック電流制限

• ソリューションの実装面積を縮小

• 4.5mm × 5.75mm、23 ピン FCQFN パッケージ

• 一般的使用条件での保護要件に対応する内蔵 nFET

主なアプリケーション

• 入力電圧と出力過電流に対する保護：

MAX17617/MAX17617A は、入力電圧フォルト時と出力過電

流フォルト時には、負荷電流を遮断し、出力を入力から切り

離します。

• 接地喪失保護：

グランド・パス上にある単一フォルト安全ヒューズが切れた

場合など、接地喪失イベントが生じた場合には、

MAX17617/MAX17617A は負荷電流を遮断し、出力を入力か

ら切り離します。

• サージ保護：

MAX17617A は、入力電圧に過渡的なサージが発生している

間は出力電圧制限レギュレーションを行い、接続されている

負荷を短期的な入力電圧サージ・イベントから保護します。

• UL1310 クラス 2 電力リミッタ：

MAX17617/MAX17617A が備える 3A～7A で精度±3%の電流

制限および精度±6%の電力制限は、UL1310 クラス 2 電源ア

プリケーションに厳格な保護境界を提供し、負荷への最大限

の電力供給を可能にします。

簡略アプリケーション回路図

型番は、データシートの末尾に記載しています。 

日本語参考資料 

最新版英語データシートはこちら 

https://www.analog.com/jp/index.html
https://www.analog.com/jp/products/max17617a.html
https://www.analog.com/jp/products/max17617.html
https://www.analog.com/media/en/technical-documentation/data-sheets/max17617-max17617a.pdf
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絶対最大定格 
IN～GND ...................................................................... −0.3V～+85V 
SN～GND（逆電流保護なし） ................................ .. −85V～+78V 
SN～GND（逆電流保護なし） ................................ .. −85V～+85V 
OUT～GND ................................................................ .. −85V～+85V 
IN～OUT (DC) ............................................................. −0.3V～+85V 
UVLO、OVLO、OVFB、OUTUV～GND ................ −0.3V～+33V 
EN、PGOOD/TJ、ISTART/CLMODE、PLIM、 
FLAG～GND .................................................................. −0.3V～+6V 
VCC～GND ...................................................................... −0.3V～+2V 
SETI、IMON～GND ....................................... −0.3V～(VCC + 0.3)V 

GN～SN ........................................................................ −0.3V～+10V 
GN～GND ....................................................................  −85V～+85V 
IN～SN ...........................................................................  −1V～+85V 
IN 電流 (DC)................................................................................... 8A 
連続消費電力（TA = +70ºC、+70ºC を超えると 
36.5mW/ºC でディレーティング） ..................................3469.7mW 
動作温度範囲 .......................................................... . −40ºC～+125ºC 
ジャンクション温度 (Note 1) ................................ . −40ºC～+150ºC 
保管温度 .................................................................. . −65ºC～+150ºC 
リード温度（はんだ処理、10 秒） ...................................... +300ºC 
はんだ処理温度（リフロー） .............................................. +260ºC 

Note 1： ジャンクション温度が+125℃を超えると、動作寿命が短くなります。 

上記の絶対最大定格を超えるストレスを加えるとデバイスに恒久的な損傷を与えることがあります。これらの規定はストレス定格のみを定めたものであり、この仕様の動作のセクションに記載す

る規定値以上でデバイスが正常に動作することを意味するものではありません。デバイスを長時間絶対最大定格状態に置くとデバイスの信頼性に影響を与えます。 

パッケージ情報

最新のパッケージ外形図とランド・パターン（フットプリント）に関しては、https://www.analog.com/en/design-center/packaging-quality-
symbols-footprints/package-index.html で確認してください。パッケージ・コードの「+」、「#」、「−」は RoHS 対応状況のみを示します。

パッケージ図面は異なる末尾記号が示されている場合がありますが、図面は RoHS 状況に関わらず該当のパッケージについて図示してい

ます。

パッケージの熱抵抗は、JEDEC 規格 JESD51-7 に記載の方法で 4 層基板を使用して求めたものです。パッケージの熱に対する考慮事項の

詳細については、https://www.analog.com/en/technical-articles/thermal-characterization-of-ic-packages.html を参照してください。

https://www.analog.com/jp/index.html
https://www.analog.com/jp/resources/packaging-quality-symbols-footprints/package-index.html
https://www.analog.com/jp/resources/packaging-quality-symbols-footprints/package-index.html
https://www.analog.com/jp/resources/technical-articles/thermal-characterization-of-ic-packages.html
https://www.analog.com/media/en/package-pcb-resources/package/pkg_pdf/fc2qfn/21-100606.pdf
https://www.analog.com/media/en/package-pcb-resources/land-pattern/fc2qfn/90-100213.pdf
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電気的特性

（特に指定のない限り、VIN = VSN = 3V～80V、GN = オープン、UVLO、OVLO/OVFB、EN、 IMON、 PGOOD/TJ 、OUTUV、

ISTART/CLMODE、FLAG, PLIM = オープン、RSETI = 2.13kΩ、VCC = 2.2µF を GND との間に接続、TA= −40ºC～+125ºC。代表値は VIN = 48V、

TA = +25ºC での値（Note 2 を参照）。） 

https://www.analog.com/jp/index.html
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（特に指定のない限り、VIN = VSN = 3V～80V、GN = オープン、UVLO、OVLO/OVFB、EN、 IMON、 PGOOD/TJ 、OUTUV、

ISTART/CLMODE、FLAG, PLIM = オープン、RSETI = 2.13kΩ、VCC = 2.2µF を GND との間に接続、TA= −40ºC～+125ºC。代表値は VIN = 48V、

TA = +25ºC での値（Note 2 を参照）。） 

https://www.analog.com/jp/index.html
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（特に指定のない限り、VIN = VSN = 3V～80V、GN = オープン、UVLO、OVLO/OVFB、EN、 IMON、 PGOOD/TJ 、OUTUV、

ISTART/CLMODE、FLAG, PLIM = オープン、RSETI = 2.13kΩ、VCC = 2.2µF を GND との間に接続、TA= −40ºC～+125ºC。代表値は VIN = 48V、

TA = +25ºC での値（Note 2 を参照）。） 

https://www.analog.com/jp/index.html
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（特に指定のない限り、VIN = VSN = 3V～80V、GN = オープン、UVLO、OVLO/OVFB、EN、 IMON、 PGOOD/TJ 、OUTUV、

ISTART/CLMODE、FLAG, PLIM = オープン、RSETI = 2.13kΩ、VCC = 2.2µF を GND との間に接続、TA= −40ºC～+125ºC。代表値は VIN = 48V、

TA = +25ºC での値（Note 2 を参照）。） 

Note 2： すべてのデバイスは TA = +25ºC で 100%製品テストしています。動作温度範囲を超える制限値は設計により裏付けられており、製品テストは

行っておりません。

Note 3： 設計により裏付けられていますが、製品テストは行っていません。 

https://www.analog.com/jp/index.html
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タイミング図

図 1. 低速逆電流ブロッキング応答時間 

図 2. 高速逆電流ブロッキング応答時間 

https://www.analog.com/jp/index.html
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標準動作特性

https://www.analog.com/jp/index.html
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ピン配置
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端子説明

端子 
名称 機能 

MAX17617 MAX17617A 

1 1 SETI 電流制限調整ピン。SETI と GND の間に抵抗を接続して電流制限値を設定します。電流制限スレッショルドの設

定のセクションを参照してください。SETI には 30pF を超えるコンデンサは接続しないでください。 

2 2 UVLO 入力低電圧ロックアウト（UVLO）調整ピン。SN/IN と GND の間に抵抗分圧器を接続して、UVLO スレッショル

ドを設定します。UVLO 機能を使用しない場合は、UVLO スレッショルドより高い電圧に UVLO を接続します。 

3, 13 3, 13 IN 
入力ピン。ホット・プラグイン・アプリケーションについてはアプリケーション情報のセクションを参照してくだ

さい。 

4 4 GN 外付け逆保護 nFET のゲート・ドライバ出力。外付け nFET を使用しない場合は、SN 端子と GN 端子を IN に接続

します。

5 5 SN 外付け逆保護 nFET のリターンおよび入力電圧検出ピン。標準アプリケーション回路に示すように、外付け nFET
のソースに接続します。外付け nFET を使用しない場合は、SN 端子と GN 端子を IN に接続します。 

6-12 6-12 OUT 出力ピン。出力ケーブルが長い場合、または誘導性負荷の場合は、アプリケーション情報のセクションを参照して

ください。

14 - OVLO OVLO 調整ピン。SN/IN と GND の間に抵抗分圧器を接続して、OVLO スレッショルドを設定します。OVLO を

GND に接続すると、OVLO 機能が無効化されます。 

- 14 OVFB 
出力電圧クランプ機能用の出力電圧フィードバック・ピン。OUT と GND の間に抵抗分圧器を接続して、出力電圧

クランプ・スレッショルドを設定します。使用しない場合は OVFB を GND に接続します。入力電圧のサージ除去

と出力過電圧フィードバック・レギュレーション（OVFB）のセクションを参照してください。

15 15 PLIM 
電力制限調整ピン。PLIM を外付け抵抗分圧器に接続すると、電力制限機能が起動するスレッショルドを定義し、

電流制限スレッショルドを低下させることができます。この機能を無効化し、SETI に配置された抵抗のみで電流

制限を設定する場合は、PLIM を GND に接続します。 

16 16 OUTUV PGOOD コンパレータ入力の出力低電圧検出。OUT ピンと GND ピンの間に抵抗分圧器を接続して、OUTUV ス

レッショルドを設定します。

17 17 ISTART/ 
CLMODE 

起動時突入電流制限／電流制限モードの選択および逆保護 nFET 有無プログラミング・ピン。ISTART/CLMODE ピン

と GND の間に抵抗を接続して、起動時電流制限および電流制限モードを設定します。起動時突入電流制限

（ISTART）のセクションを参照してください。 

18 18 FLAG オープン・ドレインのフォルト・インジケータ出力。FLAG 機能を使用する場合は、FLAG を外部バイアス電圧に

プルアップします。FLAG 機能についてはフォルト出力（FLAG）のセクションを参照してください。

19 19 EN アクティブ・ハイのイネーブル入力。内部で 1.5V にプルアップされています。無接続のままにすると常時オン動

作します。

20 20 PGOOD/ TJ 

オープン・ドレインのパワー・グッド出力またはダイ温度モニタ出力。 
PGOOD 機能を使用する場合は、PGOOD/TJを外部バイアス電圧にプルアップします。 
PGOOD は次の条件でハイにプルアップされます。

• VOUTが OUTUV の立上がりスレッショルドを超過し、(VIN − VOUT) < VFAの条件が満たされる場合。

PGOOD は次の条件でローにプルダウンされます。

• VOUTが OUTUV の立下がりスレッショルドより低下した場合。

このピンは、ダイ温度のモニタリングにも使用できます。PGOOD/TJと GND の間に 10kΩ～20kΩの抵抗を接続し

て、デバイスの温度を計測します。詳細については、ダイ温度のモニタリング（PGOOD/TJ）のセクションを参照

してください。

21 21 IMON 電流モニタリングの出力ピン。IMON と GND の間に抵抗を接続して、電流モニタの読出しを設定します。電流モ

ニタリング（IMON）のセクションを参照してください。

22 22 GND グランド・ピン。すべての制御信号に対するリファレンス・ピン。

23 23 VCC 内部 LDO の出力。最小 2.2µF/0603 の低 ESR セラミック・コンデンサを VCCと GND の間に接続します。 
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機能図
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詳細説明

MAX17617/MAX17617A は、入力電圧フォルトおよび出力過電流フォルトからシステムを保護するための、極めて汎用的かつプログラマ

ブルな保護領域を備えています。また、MAX17617/MAX17617A には、プログラマブルな電力制限機能も備わっています。オン抵抗が低

い（代表値 20mΩ）内蔵 nFET により、（正極性）入力電圧フォルトに対し、最大+80V（逆電流保護なし）／+75V（逆電流保護あり）ま

で保護します。このデバイスは、外付けの分圧器によって設定可能な低電圧ロックアウト（UVLO）スレッショルドを備えています。

MAX17617 はプログラマブルな過電圧ロックアウト（OVLO）機能を備えています。MAX17617A は OVFB ピンによって設定可能な出力

電圧クランプ機能を備えており、入力のトランジェント・サージ発生時に出力電圧を制限するレギュレーションを行います。入力低電圧

保護機能と過電圧保護機能（MAX17617）／出力電圧クランプ機能（MAX17617A）は 3V～80V の動作範囲全域で設定できます。 

入力の逆極性保護は、デバイスが制御する外付け nFET を使用して行います。逆極性電圧保護の能力は、動作中の負荷バス電圧（VOUT）

と外付け nFETの電圧ブロック能力に依存します。例えば、VOUT = 30Vで−55Vの入力電圧範囲まで保護する場合、定格 85Vの外付け nFET
が必要となります。外付け nFET は、オプションの逆電流保護にも必要となります。逆保護用の外付け nFET（Q1）を使用する場合、デバ

イスは Q1 をオフにすることによって負荷から電源への逆電流の発生を防止します。逆電流スレッショルドと逆電流保護機能の順方向バ

イアスの特性は、ORing（OR 結合）や電力マルチプレクサのアプリケーションに適した理想ダイオード機能を示すように調整します。逆

極性保護と逆電流保護が不要な場合は、SNピンとGNピンを INに接続する必要があります。このデバイスは、出力端子間の誤配線によっ

て出力に逆極性が印加されてしまった場合でも耐性があります。

このデバイスの電流制限は、SETI ピンと GND の間に抵抗を接続することによって設定します。電流制限は 0.7A～7.0A の範囲でプログラ

ムできます。デバイスを通過する電流が、設定した電流制限値以上になると、内部 nFET の抵抗が変化して電流が制限されます。このデ

バイスには、連続モード、自動再試行モード、ラッチオフ・モードの 3 つの電流制限動作モードがあります。更に、このデバイスにはプ

ログラマブルな起動時の突入電流制限機能があり、容量性もしくは負性インピーダンスの出力負荷に電源から突入電流が流れるのを防止

します。

IMON ピンには、通常動作時にデバイス電流に比例する電流が発生します。IMON 抵抗を（IMON と GND の間に）配置すると、IMON ピ

ンの電圧はデバイス電流に比例した電圧になります。この電圧をモニタリング・システムによって読み出すことで、デバイスの瞬時電流

を記録することができます。測定電流の帯域幅を制限するには、オプションで IMON と GND の間に 100nF のセラミック・コンデンサを

配置します。

デバイスは、コントローラの監視システムによるイネーブル入力 EN を制御することでオンまたはオフに動作を変更できます。これに

よってコントローラの監視システムは、接続された負荷への電力供給をオンまたはオフに変更できます。

このデバイスは接地喪失保護機能を備えており、接地喪失フォルト・イベントが発生した場合、例えば、冗長安全アプリケーションで安

全接地用ヒューズが切れた場合、デバイスの動作を安全にオフにできます。

デバイスは、動作やフォルトに関する信号を示すステータス通知信号（FLAG）を備えています。また、パワー・グッド信号（PGOOD/TJ）

も備えており、監視システムが下流の負荷を有効化／無効化するために使用できます。FLAG および PGOOD/TJ はオープン・ドレイン・

ピンであり、適切なシステム・インターフェースへの外付けプルアップ抵抗が必要です。

このデバイスには、プログラマブルな出力低電圧検出スレッショルドがあり、出力電圧が OUTUV を下回った後、立上がりスレッショル

ドを再び超えたときの再起動の応答を制御します。このデバイスは、消費電力が過剰になることを防ぐ内部サーマル・シャットダウン保

護機能も備えています。
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入力低電圧ロックアウト（UVLO） 
このデバイスの UVLO 調整範囲は 3V～79V です。UVLO スレッショルド電圧を調整するには、UVLO ピンに外付けの抵抗分圧器を図 3 に

示すように接続します。次式を用いて UVLO電圧を調整できます。バッテリ電源など低バイアス電流のアプリケーションでは、R1の推奨

値は 2.2MΩ です。 

図 3. 調整可能な入力 UVLO 

UVLO ピンには 30mV（代表値）のヒステリシスが存在するため、低電圧状態への出入りが決定論的に行われます。UVLO ピンの電圧が

0.9V（代表値）より低くなると、内蔵の nFET がオフになり、FLAG がローにアサートされます。外付けの nFET を使用している場合は、

100µs の遅延時間（tDF）後に nFET がオフになります。低電圧条件が解除され、UVLO ピンの電圧が 0.93V（代表値）より高くなると、デ

バイスは低電圧ロックアウトからの立上がり（ロックからの解除）エッジ・デバウンス時間（tDEB_UVLO）だけ待った後にスイッチをオン

にするプロセスを開始します。先に内蔵の nFET がオンになり、100µs の遅延時間（tDR）が経過した後に、外付けの nFET がオンになりま

す。また、FLAG のアサートが解除されます。UVLO ピンは無接続のままにしないでください。 

UVLO ピンが立上がりスレッショルドより高い電圧に上昇した場合と、立下がりスレッショルドより低い電圧に低下した場合の、低電圧

による代表的なオン・シーケンスとオフ・シーケンスを示します。詳細は図 4 を参照してください。

https://www.analog.com/jp/index.html


MAX17617/MAX17617A OV／サージ、UV、逆極性、接地喪失に対する 
保護機能を備えた 3V～80V、7A 電力リミッタ 

analog.com.jp Analog Devices | 20 

図 4. 入力低電圧フォルトのタイミング図 
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入力過電圧ロックアウト（OVLO） 
MAX17617 の OVLO 調整範囲は 3.5V～80V です。OVLO スレッショルド電圧を調整するには、OVLO ピンに外付けの抵抗分圧器を図 5 に

示すように接続します。次式を用いて OVLO電圧を調整できます。バッテリ電源など低バイアス電流のアプリケーションでは、R3の推奨

値は 2.2MΩ です。 

図 5. 調整可能な入力 OVLO 

OVLO ピンには 30mV（代表値）のヒステリシスが存在するため、過電圧状態への出入りが決定論的に行われます。OVLO ピンの電圧が

0.93V（代表値）より高くなると、内蔵の nFETがオフになり、FLAGがローにアサートされます。外付けの nFETを使用している場合は、

100µs の遅延時間（tDF）後に nFET がオフになります。過電圧条件が解除され、OVLO ピンの電圧が 0.9V（代表値）より低下すると、

MAX17617 は過電圧ロックアウトからの立上がり（ロックからの解除）エッジ・デバウンス時間（tDEB_OVLO）だけ待った後にスイッチを

オンにするプロセスを開始します。先に内蔵の nFET がオンになり、100µs の遅延時間（tDR）が経過した後に、外付けの nFET がオンにな

ります。また、FLAG のアサートが解除されます。OVLO 機能を使用しない場合、OVLO ピンは GND に接続する必要があります。OVLO
ピンは無接続のままにしないでください。

OVLO ピンの電圧が立上がりスレッショルドより高く上昇し、立下がりスレッショルドより低下したときの、過電圧による代表的なオ

フ・シーケンスとオン・シーケンスを図 6 に示します。
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図 6. 入力過電圧フォルトのタイミング図 
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入力デバウンス保護

このデバイスには入力デバウンス保護機能があります。デバウンス時間（tDEB）より長い時間、IN ピンの電圧が立上がりスレッショルド

VIN_UVLO(R)より高くなった場合のみ、デバイスは動作を開始（nFET をオン）します。tDEB が経過する前に、IN ピンの電圧が立下がりス

レッショルド VIN_UVLO(F)より低下すると、デバイスはオフのままになります。デバイスが EN によってオンになっている場合は、tDEB + EN
オン時間が常に存在します。代表的な入力パワーアップのタイミング・シーケンスを図 7 に示します。

初期パワーアップ中は（ホット・プラグイン、制御された入力電圧スルー・レートなどいずれの場合も）、入力電圧が INUVLOR（最大

2.86V）を交差した後、INUVLO ブランキング時間（tINUVLOBLANK）= 500µs（代表値）まで入力電圧が UVLO ピンで設定された電圧に達し

なければ、デバイスは FLAG をローにアサートして UVLO フォルトを通知します。 

図 7. 入力パワーアップのタイミング図 
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イネーブル

MAX17617/MAX17617A は、イネーブル入力ピン（EN）を使用してオンやオフを行い、接続された負荷への給電を制御することができま

す。ラッチオフ・モードにおいて、フォルト状態をリセットし、デバイスの動作を再開するためには、EN ピンを 10µs 以上 0.4V 未満にプ

ルダウンすることが必要です。EN 端子は内部で 1.5V にプルアップされていて、オープンにしておくと常時オン・オプションになります。

図 8 および図 9 に、EN を用いたターンオン制御とターンオフ制御を示します。

図 8. EN ピンによるターンオン制御 図 9. EN ピンによるターンオフ制御 

起動時突入電流制限（ISTART） 
このデバイスにはプログラマブルな起動時の突入電流制限機能があり、大きな容量性の負荷に電源から突入電流が流れるのを防止します。

起動タイムアウト時間中（tSTO）、VOUT < VIN − VFAである間は、出力に供給される電流は ISTARTに制限されます。タイムアウト時間 tSTOは、

POR、EN、UVLO、OVLO のいずれかによってターンオフ・イベント後に再起動が行われる場合に適用されます。tSTO の間に出力が 
（VIN − VFA）のレベルまで充電されなかった場合は、デバイスはオフになり、通常動作を再開するためには、選択されているCLMODEに

かかわらず IN または EN をトグルする必要があります。 

ISTART は、ISTART/CLMODE ピンと GND の間に抵抗を接続することで設定されます。POR 後に直ちに RISTART/CLMODE が読み出され、

ISTART_RATIO（ISTART/ILIM）がプログラムされます。ISTART_RATIO = (1/16, 1/8, 1/4, 1/2, 1)を設定するには、表 1 から RISTART/CLMODEの値を選択しま

す。ISTART/CLMODE ピンは、電流制限モードおよび逆保護機能を設定する場合にも用いられます。 

表 1. ISTART/CLMODE の設定 
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大きい容量性負荷に対する起動時間は、次の式を使用して計算できます。

ここで、tSSは必要な起動充電時間（単位：秒）です。 

図 10 は、パワーアップ中の代表的な起動タイミング・シーケンスを示しています。 
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図 10. ISTARTのタイミング図 

ソフトスタート期間中、PGOOD はローにアサートされたままになります。出力電圧の上昇中に、内蔵 nFET 両端の電圧降下（IN ピンと

OUT ピンの間で計測）が内部スレッショルドの VFAより低くなると、PGOOD のアサートが解除されます。

電流制限スレッショルドの設定（ILIM） 
デバイスに電流制限スレッショルドを設定するには、SETI と GND の間に抵抗を接続します。電流設定抵抗を計算するには次の式を用い

ます。

ここで、ILIMは目的の電流制限値で単位は mA です。 

1.86kΩ 未満の RSETIは使用しないでください。表 2 には様々な抵抗値に対する電流制限スレッショルドを示しています。 

表 2. 電流制限スレッショルドとの抵抗値の関係 
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SETIが無接続のままである場合、VSETI ≥ 1.5Vとなり、電流レギュレータには全く電流が流れません。デバイスは、いつシャットダウン状

態が終了するかを SETI ピンでチェックします。SETI ピンに配置された抵抗が 1kΩ 未満の場合、スイッチはオフのままになり FLAG がア

サートされます。図 11 に、負荷ステップ・イベント時の SETI の応答を示します。

図 11. 負荷ステップ・イベント時の SETI の応答 

電流モニタリング（IMON） 
このデバイスは、内蔵 nFET を流れる負荷電流をモニタするための専用の IMON ピンを備えています。 

IMON と GND の間に抵抗（RIMON）を接続して、デバイス電流をモニタします。次式を使用して、モニタ用抵抗 RIMONを計算します。 

ここで、RIMONは IMON と GND の間の抵抗（単位：kΩ）です。 

測定電流の帯域幅を制限するために、オプションで IMON ピンと GND の間にセラミック・コンデンサを使用できます。 

必要なコンデンサを選択するには次式を用います。

ここで、fCIMONは、必要な電流モニタ帯域幅（Hz）、CIMONは、必要な容量（F）です。 

IMON ピンの電圧（VIMON）は、次の式を使用して計算できます。 

ここで、InFET は内蔵 FET を流れる負荷電流です。 

電流制限機能と短期過電流対応機能

このデバイスは短期過電流許容能力（ISTLIM）を備えており、通常動作中の短期的な過負荷電流のある負荷電流プロファイルに対応できま

す。ISTLIMは、SETIピンでの電流制限の設定値（ILIM）の 2 倍に設定されており、短期過電流時間（tSTOC）は 400µs に設定されています。 

1) 負荷電流が tSTOC未満の時間、ILIMを超過しても、ISTLIMより低くとどまっていれば、デバイスは電流を制限せず、通常動作を継続

します。

2) 負荷電流が ILIMを超過し、ISTLIMより低い状態が tSTOCより長い時間継続した場合、あるいは負荷電流が ISTLIMを超過し、IOCPより

低い場合には、デバイスは約 100µs 以内に電流を設定された電流制限値（ILIM）に制限します。
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デバイスが電流制限（ILIM）状態になると、デバイスの動作は電流制限タイプの選択のセクションに記載の電流制限モードによって決ま

ります。

図 12 は、電流制限と短期過電流のタイミング図です。 

図 12. 電流制限と短期過電流のタイミング図 

電流制限タイプの選択

MAX17617/MAX17617A では、連続モード、自動再試行モード、ラッチオフ・モードの 3 種類の電流制限モードが選択できます。電流制

限モードは、表 1 に示すように、ISTART/CLMODE ピンを通じてプログラムできます。（VIN − VOUT < VFA）の条件が tSTO以内に成立しなけ

れば、選択されている CLMODE にかかわらずデバイスはラッチオフ状態に入ります。 
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連続電流制限

連続電流制限モードでは、デバイスは連続的に電流を制限します。電流制限が tBLANK 時間より長く続くと、FLAG ピンがアサートされ、

内部スイッチでの電圧降下が VFAより低くなるとデアサートされます。図 13 に連続電流制限モードの代表的な動作を示します。 

図 13. 連続モード時のフォルト・タイミング図 
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自動再試行電流制限

自動再試行電流制限モードでは、内部で固定されている自動再試行時間（tRETRY）後に再起動を試みます。ブランキング・タイマー時間

（tBLANK）が経過しても過電流条件が継続していれば、内蔵の自動再試行タイマーが起動されます。tBLANK が経過する前に過電流状態が解

消していれば、ブランキング・タイマーはリセットします。tRETRY の間、スイッチはオフのままです。tRETRY が経過すると、デバイスは

ILIMで動作を再開します。フォルトが存在している場合、このサイクルが繰り返され、FLAG ピンはアサートされたままになります。過電

流状態が終了すると、スイッチはオン状態を続けます。電流制限が tBLANK 時間より長く続くと、FLAG ピンがアサートされ、内部スイッ

チでの電圧降下が VFAより低くなるとデアサートされます。

自動再試行機能により、過電流状態または短絡状態の場合のシステム電力を削減できます。tBLANK の間スイッチがオンである場合、電源

電流は電流制限値に維持されます。tRETRY の間は、スイッチに電流は流れません。したがって、平均出力電流は、設定された電流制限値

に比べてはるかに小さくなります。平均出力電流は次の式で計算できます。

24ms（代表値）の tBLANKと 800ms（代表値）の tRETRY を仮定すると、デューティ・サイクルは 2.9%になり、全時間スイッチがオンであっ

た場合と比較して 97.1%の電力削減となります。図 14 に自動再試行電流制限モードの代表的な動作を示します。 

図 14. 自動再試行モード時のフォルト・タイミング図 
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ラッチオフ電流制限

ラッチオフ電流制限モードでは、過電流イベントがブランキング・タイマー時間（tBLANK）より長く続くと、デバイスはラッチされオフ

のままになります。tBLANK が経過する前に過電流状態が解消していれば、ブランキング・タイマーはリセットします。スイッチをリセッ

トするには、コントロール・ロジック（EN）を 10µs（代表値）以上の間ローに維持するか、入力電力の投入を繰り返します。

図 15 にラッチオフ電流制限モードの代表的な動作を示します。

図 15. ラッチオフ・モード時のフォルト・タイミング図 

短絡保護

出力短絡イベントの間、デバイスを流れる電流は極めて急速に増加します。このデバイスは高速トリップ電流コンパレータを備えており、

出力短絡時のピーク電流を制限できます。この高速トリップ電流コンパレータは、内蔵 nFET を流れる電流が IOCP を超過すると、1µs
（tDELAY1）以内に内蔵 nFET をオフにします。IOCPは 30A（代表値）に内部設定されています。200µs（tDELAY2）の遅延時間後、デバイスは

オン状態に戻り、出力電流を設定された電流制限値に制限し、上述の電流制限モードの各セクションで説明したように動作します。図 16
には、電流が IOCPスレッショルドを超過したときのシステム挙動を図示しています。
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図 16. 短絡応答 

逆電流保護

逆電流保護機能は、外付け nFET を用いる場合に有効化されます。デバイスは、OUT ピンから IN ピンへの逆電流の流れを防止します。 

逆電流状態が検出された場合（(VIN − VOUT) < VRIB_）、外付け nFET はオフになります。逆電流状態が解消されると（(VSN − VOUT) > 
VRIB_RISING）、外付け nFET は tON_RPSWITCH の経過後にオンに戻ります。逆電流状態が唯一のフォルトである場合（UVLO、OVLO、サーマ

ル・フォルト、順方向過電流フォルトのいずれも存在しない場合）は、内部 nFET はオン状態を維持します。それ以外の場合は、内部

nFET もオフになります。図 17 に、低速または高速逆電流状態の代表的な動作を示します。

デバイスには、逆電流保護用に、低速（代表値20µs）と高速（代表値100ns）の応答時間を持つ 2つの逆電流スレッショルドがあります。

低速逆電圧のスレッショルドは−5mV（代表値）で、高速側の値は−100mV（代表値）です。この機能により、ノイズの多い環境でも安定

した動作が実現できると同時に、入力短絡や OUTピンでのホット・プラグインなどの厳しいフォルトに対する高速保護が可能です。逆電

流状態時には、FLAG ピンがアサートされます。 

図 17. 逆電流フォルトのタイミング図 
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入力電圧のサージ除去と出力過電圧フィードバック・レギュレーション（OVFB） 
MAX17617A はサージ保護機能を備えており、入力電圧のサージ・イベント中に出力電圧を設定された電圧に制限します。入力電圧の

サージがスレッショルドを超えると、出力過電圧フィードバック・ループ（OVFB）が内蔵制御 nFET のドレイン–ソース間抵抗を調整し

て出力電圧を制限します。過電圧クランプ機能の簡略化した内部ブロック図を図 18 に示します。

OVFB 状態用のタイマーはありません。負荷条件に応じて、無期限に OUT を IN より低く安定化します。 

1. 他の条件（過電流やサーマル・フォールドバックなど）が発生しない限り、デバイスは OVFB モードで動作します。このことは、

(VIN − VOUT)が VFAを超過した場合でも、OVFB 状態のみが存在する限りは成立します。この場合、FLAG ピンはアサートされません。

2. OVFB 状態は tBLANKをトリガする可能性があり（結果的にサーマル・フィードバック状態が発生した場合）、tBLANK経過後にデバイス

は設定された CLMODE に従って動作します。FLAG ピンは tBLANK時間の終了時にアサートされます。

図 18. OVFB による過電圧クランプ 

代表的な過電圧クランプ動作とリカバリ・シーケンスを図 19 に示します。また、図 20 は、入力サージ・イベント中の MAX17617A の過

電圧クランプ応答を示しています。
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図 19. 過電圧クランプ動作とリカバリ 

図 20. 過電圧クランプ応答 
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入力逆極性保護

入力の逆極性保護は、MAX17617/MAX17617Aが制御する外付け nFETを使用して実現されます。入力電源端子への配線の誤りにより、デ

バイスの入力ピンに負の電圧が印加されてしまう場合があります。標準アプリケーション回路に示すように、外付け nFET（Q1）のソー

スを SNピンに、ドレインを INピンに、ゲートを GNピンに接続してください。入力逆極性電圧フォルトが発生すると、この外付け nFET
がオフになって負荷を保護します。外付け nFET は、オプションの逆電流保護にも必要となります。逆極性保護と逆電流保護が不要な場

合は、SN ピンと GN ピンを IN ピンに接続する必要があります。

逆極性電圧保護の能力は、動作中の負荷バス電圧（VOUT）と外付け nFET の電圧ブロック能力に依存します。例えば、VOUT = 30V で−55V
の入力電圧まで保護する場合、定格 85Vの外付け nFET が必要となります。デバイスは、ゲート・ドライブ（GN）に 6.5V（代表値）を供

給します。図 21 に、VOUT = 0V および VSN = −24V での MAX17617 の逆極性保護を示します。図 22 に、VOUT = +24V および VSN = −24V で

の MAX17617 の逆極性保護を示します。 

図 21. VOUT = 0V および VSN = −24V での入力逆極性保護 図 22. VOUT = +24V および VSN = −24V での入力逆極性保護 

出力逆極性保護

MAX17617/MAX17617A はデバイス自体と入力電力接続を、偶発的な逆極性接続による逆出力電圧から保護します。逆出力電圧は、誘導

性負荷により、あるいは出力端子間の活線負荷の誤配線により、OUT ピンと GND ピンの間に生じる可能性があります。 

図 23 に VOUT = −24V および VSN = 24V での MAX17617 の出力逆極性保護を、図 24 に VOUT = −24V および VSN = 0V での応答を示します。

デバイスは、−(85 − VIN)V までの回路の負出力電圧に対して保護が可能です。図 25 に出力逆極性フォルト状態からの回復特性を示します。 
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図 23. VOUT = -24V および VSN = 24V での自動再試行モード時の

出力逆極性保護

図 24. VOUT = −24V および VSN = 0V での自動再試行モード時の 
出力逆極性保護

図 25. VOUT = −24V の初期条件および VSN = 24V での出力逆極性フォルトからの回復特性 

接地喪失保護

このデバイスは、接地喪失イベント時に、内部 nFET および外付け nFET をオフにして負荷を保護します。接地喪失イベントは、システム

制御のグランド・リファレンスと MAX17617/MAX17617A 周辺の IC グランド・ネットワークの間の断線が原因で発生する場合がありま

す。この機能があることで、接地喪失イベントから保護するための外部回路を追加する必要がなくなります。標準アプリケーション回路

に示すように、信号ピン（EN、IMON、FLAG、PGOOD）の保護には追加部品が必要です。図 26に接地喪失イベント時の代表的な動作を

示します。

図 26. 接地喪失時の負荷電流の瞬時低下 
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出力低電圧検出（OUTUV） 
このデバイスは、プログラマブルな出力低電圧検出スレッショルド（OUTUV）を備えています。OUT ピンの電圧が何らかのフォルト状

態によって OUTUV の立下がりスレッショルド未満に低下すると、内部制御ロジックはソフトスタート動作で再起動サイクルを実行しま

す。何らかのフォルト状態の間、出力電圧が OUTUV 立下がりスレッショルドより低くならなければ、再起動サイクルはソフトスタート

動作なしで実行されます。これは、設定された OUTUV スレッショルド未満には出力電圧が放電されないような過渡的な入力電源のフォ

ルト状態において特に有用で、この場合デバイスはソフトスタート・サイクルを経ずに回復します。

OUTUVスレッショルド電圧を調整するには、OUTUVピンに外付けの抵抗分圧器を図 27に示すように接続します。次式を用いて OUTUV
電圧を調整できます。バッテリ電源など低バイアス電流のアプリケーションでは、R7 の推奨値は 2.2MΩ です。 

図 27. 調整可能な出力低電圧検出 

パワー・グッド出力（PGOOD/TJ） 
このデバイスは PGOOD コンパレータを備えており、下流の負荷の有効化／無効化のために出力電圧の状態をモニタします。このオープ

ン・ドレインのパワー・グッド出力には、外付けのプルアップ抵抗とバイアス電源が必要です。PGOOD は以下の説明のように機能しま

す。

1) PGOOD は、出力電圧が OUTUV 立上がりスレッショルドより高くなり、(VIN − VOUT) < VFAの条件が満たされるとハイになります。

2) PGOOD は、出力電圧が OUTUV の立下がり閾値を下回るとローになります。

3) システムのパワーアップ時には、PGOOD は VOUT > VOUTUVかつ(VIN − VOUT) < VFAであればハイになり、それ以外の条件ではローに

なります。

フォルト出力（FLAG）

このデバイスには、オープン・ドレインのフォルト信号 FLAG があります。このフォルト信号には、外付けのプルアップ抵抗とバイアス

電源が必要です。FLAG ピンは、次に示すフォルト状態のときにローにアサートされます。 

• ソフトスタート時に、tSTOの終了時点で(VIN − VOUT) > VFAである場合。

• 過電流状態と短絡状態で、電流制限超過が tBLANK期間を超えた場合。

• 逆電流条件で、逆保護用の外付け nFET がオフになった場合。

• サーマル・シャットダウン。

• 入力 UVLO。

• 入力 OVLO。

デバイスが検出した上記のフォルト条件がクリアされると、FLAG はデアサートされます。 

表 3 に、様々な動作条件における nFET の状態とフォルト信号の状態を示します。 
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表 3. フォルト時の FET の状態 

リニア・レギュレータ（VCC）

MAX17617/MAX17617Aには、VINからVCCに電力を供給する低ドロップアウト（LDO）レギュレータが内蔵されています。このLDOは、

パワーアップ時または ENがトグルされたときに動作します。代表的な VCCの出力電圧は 1.8Vです。VCCは、2.2µFの低 ESR セラミック・

コンデンサを使用して GND にバイパスしてください。

逆保護用外付け nFET のゲート・ドライバ 
このデバイスは、逆保護用外付け nFET を駆動するゲート・ドライバ回路を内蔵しています。ゲート・ドライブは、ゲート端子とソース

端子の間の偶発的な短絡から内部で保護されています。ISTART/CLMODE ピンと GND の間に抵抗を接続すると、外付け nFET の有無に関す

る情報が提供されます。デバイスは、ゲート・ドライブ（GN）に 6.5V（代表値）を供給します。EN ピンのデアサートによってデバイス

の動作が無効化されたとき、ゲート・ドライブは外付け nFET のゲート端子とソース端子の間で受動的な抵抗として機能します。 

逆保護機能を使用せず外付け nFET を実装しない場合には、SN 端子と GN 端子を IN ピンに接続します。 
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ダイ温度のモニタリング（PGOOD/TJ） 
このデバイスにはダイ温度モニタリングの機能があります。PGOOD/TJ と GND の間に 10kΩ～20kΩ の抵抗を接続して、内部ダイ温度を

PGOOD/TJピンでモニタします。 

PGOOD/TJピンは、ダイ（ホットスポット）温度が 25ºCで 652mV、+125ºCで 854mV の電圧を示し、温度勾配は 2mV/ºC です。ダイ（ホッ

トスポット）温度は次の式を使用して表現されます。

ここで、

TDIEはダイ温度、 

VTJは PGOOD/TJピンの電圧です。 

サーマル・シャットダウン保護

このデバイスには、過熱から保護するためのサーマル・シャットダウン機能と、サーマル・フォールドバック電流制限制御機能がありま

す。ジャンクション温度が 150ºC（代表値）に達すると、電流制限値が内部で低下し、これによって内部 nFET の消費電力を低減させ、

ジャンクション温度を約 150ºC に安定化します。ジャンクション温度が+165ºC（代表値）を超える過酷な状況の場合は、デバイスがオフ

になり、FLAG ピンをアサートします。ジャンクション温度が 20ºC（代表値）低下するとデバイスはサーマル・シャットダウンを終了し

通常動作を再開します。ただし、ラッチオフ・モードの場合は、デバイスはラッチオフ状態を継続します。

電力制限

デバイスには独特の電力制限機能があり、これを利用すると設定した電流制限値を外部電圧（VEXT）に応じて自動的に変更できます。デ

バイスは、この外部電圧の一部を、VEXTと GNDの間に接続された分圧器を通じて PLIMピンでモニタし、次の関係に基づき電流制限値を

動的に調整します。

VPLIM ≤ VPLIMTHの場合、出力電流は、RSETIで設定された ILIM値に制限されます。 

VPLIM > VPLIMTHの場合、出力電流制限値は  、に制限されます。 

標準アプリケーション回路の R5 および R6 で形成される、比が K の外付け分圧器の場合、外部電圧から供給される電力は、次式で与えら

れます。

ここで、ILIM、K、VPLIM_THは本質的には一定ですが、設計によって決まる許容誤差が含まれます。 

デバイスは、VPLIMTH < VPLIM < 3 × VPLIMTH の範囲で±6%の電力制限精度を持っています。この電圧範囲は、外部電圧（VEXT）の変動幅の 
3 倍に対応します。 

設計に必要な条件は、出力電力制限値（P）が 100W、電流制限値が 4A であると仮定します。 

抵抗分圧比 k は次のように計算されます： 

ここで、VPLIM_TH = 0.3 です。R6 が 10kΩ とすると、R5 の計算値は 825kΩ となります。 

入力電力を制限するアプリケーションでは、VSNは VEXTに等しく、PLIMの抵抗分圧器は電流制限値が減少し始める入力電圧を決定するよ

う設定されます。この電圧を設定し、最大電流制限値を設定することで、そのアプリケーションの最大「入力電力制限」が設定されます。

電流制限値は、VEXTに等しい VOUTを用いることで出力電圧に応じて動的に変更することもできます。この機能には出力電力制限機能が備

わっており、この機能によって、過剰な電力消費による熱的な制限がない限り、より大きな出力電流を供給し、「給電停止」後に入力電

力が回復した後に生じる低出力電圧状態での出力リザーバ・コンデンサを充電することができます。この電力制限機能は、PLIM ピンを

GNDに接続することで無効化できます。PLIM の簡略化したブロック図を図 28に示します。図 29に 100Wクラス 2 の出力電力制限応答を

示します。
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図 28. 電力制限回路 

図 29. 100W クラス 2 出力電力制限 
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アプリケーション情報

IN コンデンサ 
負荷電流の突然の変動時に入力電圧を維持するために、IN ピンと GND の間に 1µF のコンデンサを接続することを推奨します。 

IN 端子のホット・プラグイン 
多くの電力アプリケーションでは、放射エミッションを低減し ESD 能力を強化するために入力フィルタリング・コンデンサが必要です。

ホット・プラグイン・アプリケーションでは、ケーブルの寄生容量と入力コンデンサによって、活線状態の電源ケーブルが入力端子に接

続されたときにオーバーシュートやリンギングを引き起こします。

この作用により、供給電圧の 2 倍もの電圧が保護デバイスにかかります。工業用アプリケーションでは、システムをこうした状況から保

護するために、トランジェント電圧サプレッサ（TVS）がよく使用されます。保護能力を高めるには、サージ電圧を最大 80V までに制限

できる TVS を入力端子の近くに配置する必要があります。 

入力ハード地絡

多くのシステム・アプリケーションでは入力短絡保護が必要です。このデバイスは、逆方向電流が OUT ピンに流入し IN ピンから流出す

るのを検知し、外付け nFET をオフにします。逆方向電流の大きさは、入力回路のインダクタンスと IN ピン近くに配置された容量に依存

します。

瞬時電圧低下応答

MAX17617/MAX17617A には、入力電源ブラウンアウト・テスト時の瞬時電圧低下からの高速回復機能があります。ブラウンアウト・

フォルトからの回復時、デバイスは、内部 nFET をオンにするのに 150µs（代表値）、外付け nFET をオンにするのに 100µs（代表値）を

要します。図 30 に、瞬時電圧低下と回復応答の特性を示します。

図 30. 瞬時電圧低下応答 

OUT コンデンサ 
接続可能な最大容量性負荷（CMAX）は、電流制限設定値（ILIM（A））、起動タイムアウト（tSTO（ms））、入力電圧（VSN）の関数です。

CMAXは次の式を用いて計算できます。 

例えば、VSN = 24V、tSTO（代表値）= 1200ms、ILIM = 1A の場合、CMAXは 50mF です。 

出力コンデンサ値が CMAX を超えると、過電流状態を誤ってトリガする可能性があります。なお、上の式では、OUT ピンからは負荷電流

が流れていないことを前提としている点に注意してください。負荷電流が流れると、コンデンサの充電電流がオフセットされることによ

り充電時間が長くなり、それによって過電流状態と誤判定する可能性が生じます。

実際のアプリケーションでは、CMAX の値はプリント基板（PCB）の熱性能によって制限されます。熱設計が不十分な場合、デバイスの

サーマル・フォールドバック電流制限が必要以上に早く開始され、充電可能な最大容量が更に制限されることになる可能性があります。

そのため、大きなコンデンサ・バンクを充電するには PCB の良好な熱設計が必須です。
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OUT 端子のホット・プラグイン 
一部のアプリケーションでは、入力電圧の有無によらず、デバイスの OUT端子に外部から電圧が供給される場合があります。こうした条

件下では、デバイスは、逆方向電流が OUT ピンに流入し IN ピンから流出するのを検知し、外付け nFET をオフにします。ケーブルの寄

生インダクタンスと入出力コンデンサによって、外部から電圧が OUT端子にかかるときにオーバーシュートやリンギングが発生します。

これにより、供給電圧の 2 倍もの電圧が保護デバイスにかかり、デバイスの損傷につながる可能性があります。過電圧状態でも、端子で

の電圧が絶対最大定格を超過しないように維持することを推奨します。

誘導性ハード地絡に備える OUT クランピング・ダイオード 
誘導性負荷や長いケーブルがあり、突然の地絡からの保護を要するアプリケーションには、出力クランプを推奨します。このクランプは、

標準アプリケーション回路に示すように、TVS とダイオードで実現できます。これは、出力短絡イベント時の誘導性キックバックによる

OUTピンの負方向のスパイクを、安全動作領域にクランプするために必要なものです。VINMAXの最大入力電圧に対する TVSの負の最大ク

ランピング電圧は、IN ピンと OUT ピンの間の電圧が 80V を超えることのないようにするため、(80 − VINMAX)V に制限されます。

レイアウトと放熱

入出力コンデンサはデバイスのできるだけ近くに配置します。IN 端子と OUT 端子は、短く幅の広いパターンで電源バスに接続すること

が必要です。通常動作中は、消費電力は小さくパッケージの温度変化はわずかです。

定常的な通常動作時の消費電力は次のように計算できます。

様々な動作温度での RON の値については、電気的特性の表と標準動作特性を参照してください。内層のグランド・プレーンに適切に放熱

するため、露出パッドとグランド・プレーンの間にサーマル・ビアを使用します。

ESD 保護 
IN での±2kV（代表値）（HBM）ESD にはコンデンサは不要です。すべてのピンに±2kV（HBM）ESD の保護があります。外付け nFET を

用いるアプリケーションでは、IN コンデンサのセクションを参照してください。 

図 31 は人体モデル、図 32 はこれが低いインピーダンスに向けて放電する際に発生する電流波形を示しています。このモデルは対象とす

る ESD 電圧まで充電された 100pF のコンデンサで構成され、1.5kΩ の抵抗を介してデバイスに放電されます。 

図 31. 人体モデルによる ESD 試験モデル 
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図 32. 人体モデルの電流波形 

標準アプリケーション回路

MAX17617 のアプリケーション回路 
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型番

+は鉛（Pb）フリー／RoHS 準拠パッケージを表します。 

T = テープ＆リール。 
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